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  *2024年 4 月改訂(第 8 版)                                医療機器認証番号：221AKBZX00114000 

 **2018年 8 月    (第 7 版) 

機械器具 58 整形用機械器具 

管理医療機器 歯列矯正用アタッチメント JMDN ｺｰﾄﾞ 41059000 

フォレスタデント クイック ブラケット 
再使用禁止 

 

【禁忌・禁止】 

1.本材はニッケル及びクロムを含有しています。ニッケル及び

クロムに対し発疹、皮膚炎等の過敏症の既往歴のある患者に

は使用しないこと 

2.再使用禁止 

 

【形状・構造及び原理等】 

１． 形状、構造 * ** 

本品は、ブラケット本体とベース部で構成され、他の歯列矯

正材料と用いて矯正力を付与するために、ワイヤースロット、

ウィング、フック（フックは無いものもある）を備えている。

ブラケット本体には、ワイヤースロットに装着された歯列矯

正用ワイヤを保持するための可動式クリップが組み込まれ

ている。 

 

形状の違いにより下記の種類で構成される。 

（Ｉ）*バイオクイック ＬＰ ブラケット 

（１）ロス システム 

（２）Ｍ/Ｂ/Ｔ システム 

（３）モラー ブラケット 

**（４）FACE システム 

**（５）トレビシ システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（II）バイオパッシブ ブラケット 

（１）ロス システム 

（２）Ｍ/Ｂ/Ｔ システム 

（３）モラー ブラケット 

（４）スマイル システム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．材質 

ブラケット：ステンレススチール 

クリップ：コバルトクロム合金 

 

３． 原理 

本品は、ステンレススチール製の歯列矯正用ブラケットであ

り、歯科用の接着材により歯牙表面に接着され、ワイヤース

ロットに装着された歯列矯正用ワイヤにより矯正力を助長

することで歯牙を所定方向に移動させるものである。装着さ

れた歯列矯正用ワイヤは、結さつ材を用いずに組み込まれた

クリップにより保持されることで、ワイヤースロットとの摩

擦抵抗が軽減されるため、効率的な矯正力の伝達を可能にし

ている。 

 

【使用目的又は効果】 

歯又は他の器材に付けて矯正力を付与するために用いる。 

 

【使用方法等】 

１.患者に合ったブラケットを選択する。 

２．市販の歯科用接着材の使用方法に従い、歯面に直接接着する。 

３.接着材が充分に硬化した後、専用のクイックダイレクターを

用いてスロットカバーを開け（以下の２種類の方法がある）、

ブラケットスロット部にワイヤーを通し、指でクリップをスラ

イドさせて閉める。 

 

開く方法①： 

前庭側より、開閉孔に

専用ツール等を引っ掛

け、クリップをスライ

ドさせて開ける 

  

開く方法②： 

歯肉側より、専用ツー

ル等で突起を押しなが

らスライドさせて開け

る 

  

閉める方法： 

指でクリップをスラ

イドさせて閉める 

 

 

４.ブラケットの取り外し 

1）ブラケットの取り外

し方： 

バンドリムービング

プライヤー等を使用し

て、ブラケットの歯肉

側と咬合側を保持し、

回転させながら取り外

す 

  

2）残留接着材の除去：ブラケット撤去後に残った接着材を適切

なバーを用いて低速で除去する。 

*バイオクイック ＬＰ ブラケットの形状 

バイオパッシブ ブラケットの形状 
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[クリップ開閉時の注意事項] 

1) 前庭側よりクリップの開閉孔を利用して開ける場合、歯面に

対して上方にクリップを引き上げないこと。 

2) 歯肉側より専用ツール等で突起を押して開ける場合、過度の

力を加えないこと。 

3) ワイヤー交換をする際には、クリップの開閉作業を行う前に

ブラケットの清掃を行うこと。 

 

 

【使用上の注意】 

１． 重要な基本的注意： 

１） 本品にはニッケル、クロム等が含まれており、ごく少

数ですがこれらの金属に対してアレルギー反応を起こ

す人がいます。アレルギー反応が生じた場合、使用を

中止し、直ちに患者に医師の診断を受けるように指示

すること｡ 

２） 大部分が修復された歯牙、栓状歯、及び先天的にエナ

メル質が不完全な歯牙にブラケットを装着するとエナ

メル質に損傷を与える可能性が大きくなる。 

３） 装着されたブラケットの取り外しは、破損、欠け、エ

ナメル質損傷の原因となるため、バンドリムービング

プライヤー等を使用し、指定された手順で正しく行う

こと。 

２． その他の注意： 

１） 治療効果が得られない、又は悪い結果を招くことがあ

るのでサイズの合わないワイヤー等は使用しないこと。 

２） 口腔内で本製品の削合や研磨は行わないこと。 

３） 変形や変質を発見した場合は、使用せずに販売元に連

絡すること。 

４） 本製品を廃棄する場合は、「廃棄物に関する法律」に

従い適切に処理すること。 

５） 破損、欠け、脱落、曲がりの原因となるため、使用時

に必要以上の力を加えないこと。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

[保管方法] 

水、湿度、塩分やイオウ分を含んだ空気などにより、悪影響

が生ずる恐れのない場所に保管すること。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元： 

フォレスタデント・ジャパン株式会社 

東京都港区赤坂 2-10-12 生駒硝子ビル２階 

電話： 03-6277-6980 

 

製造元：  

FORESTADENT Bernhard Forster GmbH 

（フォレスタデント バーンハードフォースター社） 

国名： ドイツ 

 

 

 


